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1 I 国 ! f ユ リ の球根 を食べ る F士ごご土士宅さ寸τヲ主ヲ士T一二工で!JI!!J!II 十

E甲山岨間漏ら句会 】 血 - fj明e町 一 量副理堕 T + ‘ゆ り 根' と は， 食べ る こ と の で き る ユ リ の球板 を い おニーご子 】 会 常 竺一 誠 一誠噌置 品
= -- 亭鴫日ず;� .�彊圃 + f う 。 関西方面では， 正月料理 に は 欠 かす こ と の で き な 藍盃位f益三二冊が掛 斗週I f よ い も の であ る 。 ユ リ を食べ る 習慣は 日 本の ほ か， 中国 立里町岡崎圃幽幽幽.".111 �靖国・ 1 

L の一部にわ ずかに存在す る程度であ る。 花 ・ 野菜技術セ ン タ ー庁舎 l 
i ユ リ の球根は， 葉や茎の変形 し た も の で， 植物学的 ; 
? に は ‘鱗茎 ' と い われ る 。 ま た ， い く つ も の鱗 片 が重 し ， I民家 に 必ず う う べ し， 民の食 を 助 け て 飢餓 を 救 f
t な り 合 っ て球根を形成 し て い る こ と か ら ， I百合」 と う 」 と 栽培を奨励 し て い る 。 t
j な っ た と も いわれて い る 。 ユ リ は世界中 に 100 種以上 明治時代後期の栽培面積 は約 700 ha と 記録 さ れて J
? の仲間があ る が， そ の 中で食用 に向 く 穏類は， 苦みが い る 。 生産地 は 北海道 の ほ か 岩手， 群馬， 埼 玉， 静 1
; 少な く ， 白 色で大球性の も のが適す。 オ ニ ユ リ ， コ オ 岡， 京都， 岡 山 な ど九州 を 除 き 全国に及んで い る 。 戦 ;
; ニユ リ ， ヤ マ ユ リ な どが食用 に 向 き ， テ ッ ポ ウ ユ リ ， 時中 は食料事情や病害虫の被害の た め栽培商積は激減 ;
; カ ノ コ ユ リ な ど は苦みが強 く ， 食用 に は向か な い。 北 し た . 戦後は京都， 奈良， 長野の 山 間地でわ ずかに栽 ;
; 海道で栽培 さ れ て い る 種類 は コ オ ニ ユ リ の 系統であ 培が見 ら れ る 程度であ っ た。 昭和 50 年以 降， 府県で ;

付 と し て は い の … 引 き 吋 … カ ら … 吋培 さ れ ー す ;i ん と ん， サ ラ ダや チ ッ プ ス 風 に し て 利 用 し て い る ほ ぎ な い。 t
か， 乾燥粉末に し ， 漢方薬 と し て も 利用す る 。 北海道では， 大正初期か ら 空知北部の多度志村 (現 f深川市) な どで栽培が始め ら れ， 大正末か ら 昭和初め 3

ゆ り 根栽培の歴史 に は豊平， 琴似 (現札幌市) ， 角 田 村 (現栗山町) な ;
ユ リ は普か ら 山野に 自生 し て い た も の を食べて いた ど で も 糊 さ れ る よ う に な っ た。 昭和 10 年頃 に は栽 ;

が， 江戸時代前期頃か ら 食用 と し て オ ニ ユ リ が栽培 さ 培 面 積 300�400 ha， 生 産 量 3 . 000�3 . 500 t に 達 し ;
+ れて い た。 「農業全書」 に も 「茎高 く ， 葉の間 に黒 き た。 ; 
; 子 を生 じ， 五六月 紅黄花 を聞 き ， 花の上に黒"内麻 を ま 戦時中 は 「 ゆ り 根は ぜ い た く 品 j と さ れ， ま た 食糧 i
i き た る 虫[1 き 黒点 あ り ， 是 巻丹 (オ ニ ユ リ ) な り 」 と 事情の関係で栽培面積が激減 し た 。 戦後 は周期的に栽 i
+ 培簡積の噌減 を繰 り 返 し， 現在約 200 ha の 作付 け が 4
+ '" ト i - 針 。 こ の間， 産地は全道的に拡大 し なが ら も ， 主産 ;
; 民経お出向総見ムム�'" :�t�;ど\バ，. . ;� 地は移動 し て い る 。 輪作岡場の確保の困難性ゃ， ゥ ィ ;
J li曹 一一 一 一一 九 ル ス 病の感染 に よ る 収量減が主要因 と し て 考 え ら れ ;
3 波 \九議 るo f 

j 醤欝瓦石…療 kY 生産流通事 情 ; 
i _ 司・... .ヨ堅 � " �竃 ‘ I 全国的な ゆ り 根生産の動向 は不明だが， 平成 7 年， t ; 臨岨外くいな;ィぬ間以 北海道での栽培TW和 は約 2山， 生産品 2 . 300 t と な ?
+ 盟国圃凪 畠iIIt 、山d覇鶴町 ;:j�d っ て い る 。 出荷先は大阪， 京都 を 中心 と し た 関西方面 +
+ 隠顕掴圃・lt....tM.tI・... .JIIII園開麟タ 予'é�
+ 闘盟盟国圃園圃晶組麟燃ヤ "1 が生産品全体の 刊 を 占 め て い る が， 生産者団体や ;
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; る が名古屋， 東京， 仙台な どで消費が増 え つ つ あ る 。 一 一一 ー 一一 ; 
す パプ/レ経済の崩壊に よ る 業務向 け需要の減退， 若年 .-.. t h -幽岨圃圃・幽幽】皿← �守主調 守
+ 層のl瞥好の変化な ど に よ り ， 厳 し い販売環境に おかれ 圃・園田園田園圃・圃園田園薗国国圃幽圃 + ; て い る 。 こ の よ う な帆 あ っ て ， 球根か ら鱗片 を剥が F九仕古て3..2-42 4- t 
4 し ， 真空ノマ ッ ク 詰め さ れた， い わ ゆ る Sか き ゅ り ' の消 極彊題盤霊欝議議議鐙議議翠露盤謡欝霊盤護霊盛聾盛鞠語翻 + 磁彊医彊趨齢感簿察繁鍵盤霊怒謹箆葱盟締醤露顕溜盤盤霞盤盤調 + 

産地 と 試験研究 ・E櫨冨臨溝露軍隊守溜磁器努楢鐸司蝿謹理費園圏醗聾
か つ て は交配実生 に よ る 品種の育成 に 力 を傾注 し .彊 溜 湘トト騨割強醸璽 + 

一応の成果 を上げた が， 品種 は予言に変遷 し て き た。 ゅ ・闘罵周回醐居酒圃仏 悶踊 裁揚冨描臨認調醐融 f 
り 根隔離網室 と 栽培悶場 T り 根の繁殖は栄養繁殖のた め， 一度 ウ イ ル ス 病に感染 T 

守 す る と 永久的に収量や品質に影響 を与 え る た めで， 新 品る 収量 ・ 品質の低下が指摘 さ れて い る 。 特 に ， 肥培管 +
+ 品種育成だ け では抜本的な 解決に な ら なか っ た。 t理!， 病害虫|切除の技術確立が急がれて い る 。 .;.; 昭和 50 年台初め， 道立農業試験場では， 茎頂培養 + Z 出荷の ピ ー ク は 12 月 に な る が， こ の 時期 に 集 中 す 1
4 を 利 用 し た フ リ ー 球の作出 と 増殖体系 の整備 に 着手 》
Z る と 価格が低迷す る 。 こ のた め事前に 出荷， 販売計画 :i し ， 一方 では ウ イ ルス 病汚染の笑態 と そ の |釣除法， ゥ を 策定 し， 出荷調整 を 図 る 必要があ る 。 ま た ， 下位等 i
Z イ ル ス病感染の診断法の開発な どの取 り 組み を進め て 4 f 級品 を加工向 け に 回す な ど， 単価ア ッ プを 図 る 取 り 組 ?? き た。 ユ リ を侵す ウ イ 以 は 4 種類 あ り ， 生産地に 広 みや， 2 月 以降 の販売 を有利 に 展 開す る た め， 貯蔵法 ?
1 く 発生 し て お り ， ア ブ ラ ム シが媒 介 す る こ と が判 明 Z + の検討が必要であ る t; し， 種球の生産栽培は寒冷紗被植に よ る 隔離栽培を行 ; 
f う 供給体系が確立 し た 。や お わ り に + ; し か し， 現在栽培 さ れて い る 品種 は 「 白銀J 1 品種 当花 ・ 野菜技術セ ン タ ー は， 平成 8 年 4 月 1 日 に オ ;
+ で， 葉先枯れの多発や鱗茎 さ び症 に 弱い， 品質が劣 る f i ー プ ン し た 1 1 番 目 の道立農業試験場で あ る 。 約 62 億 4
4 な どの 問題 を抱 え て い る 。 生産者か ら は耐病性を有 し 4 1 円 を投 じ て 完成 し た 同 セ ン タ ー は， 試験回場 18 ha， 4-
品 た高品質の新品種育成 を 望 む声が強 く な っ て い る + 1 0 ハ ウ ス 用地 2 . 5 ha の広 さ で， 道立滝川 畜産試験場 に z
T 隣接 し て い る o �fr品種の開発， 栽培技術の改善， 生産 Z
i 今後の 課題 よ+ 物 の流通 ・ 貯蔵な どの試験研究の ほ か， 新技術 を地域 ?? 北海道の ゆ り 根生産 は， 全国 シ ェ ア の 90%以上 を に 普及 ・ 定着 さ せ る た め， 生産者や指導者の研修事業 ;
t 占 め て い る。 し か し， ゆ り 根生産 に お い て も 生産者の+ 2 も 行い， 総合的 に レベル ア ッ プ を図 り ， 産地問競争に ;
+ 高齢化や後継者不足な ど， 生産状況 に は厳 し い も の カ4 打ち勝て る 基盤 を確立す る こ と が当 セ ン タ ー の使命で ;; あ る 。 種球の入手か ら 販売 ま で 3�5 年の年月 を 要す あ る 。 '*'
f る た め， 若手農業者が敬遠す る 傾向 に あ る 。 ゆ り 根では， 耐病性， 高品質 を 有 し た新品種 を効率 4
+ ま た ， 栽培技術が平準化 さ れて い な い こ と か ら 起 こ f + 的に育成す る 準備を進め て い る 0 4 
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